







が決まっている｡ こんなことが本当に良い地域医療 (福祉) だったのか疑問に思いつ
つ､ その様子を筆者が逐一､ 早川一光の声として拾い上げたものをまとめたものであ
る｡
〈キーワード〉地域医療､ 訪問看護､ 訪問介護､ 専門職の意義
Ⅰ. はじめに




時､ 千葉の田舎まで､ 朝のラジオ番組を終えたその足で､ 新幹線に乗って来て下さった｡
この本を書店で手にした時､ その時のお話が面白く､ その中身に引き込まれたことを思
い出した｡ 書籍の内容は､ 娘のさくら氏が書かれていたがこの内容にもすぐさま引き込ま
れ､ あっという間に読み終えた｡ 是非本書を多くの方が手にして頂ければ､ 嬉しく思い書
評と言う形ではあるが紹介したいと思った｡
109
名古屋経営短期大学紀要 第 62 号 109～112 頁
早川さくら著 『早川一光の ｢こんなはずじゃあなかった｣
わらじ医者からの最期のメッセージ』
"Kazuteru Hayakawa's final message from Dr. Waraji,






い医療｣ ということを早川医師自身が信じて疑わない ｢ゆりかごから墓場まで｣ を在宅で
過ごす意義をテーマにしていたことが､ 本書から窺える｡
序論では ｢こんなはずじゃなかった｣ と否定的文章から始まっている｡
早川医師は 90 歳の時に多発性骨髄腫と診断され､ 治療を行わないと年内持つかどうか
わからないと主治医に言われる｡ ここから診るほうから診られる方の立場となった｡
日に日に状態が下降していきつつ､ よい兆しやもう危ないと言われて入院をするも人の










｢ヘルパーさんが､ 食後の薬を小皿に置いてくれます｡ 僕は薬が嫌いで､ 時々飲み
忘れたふりをするねん｡
すると最近は､ 薬が僕の喉を 『ごっくん』 と通り過ぎるまで､ ヘルパーさんが傍ら
を離れません｡ もうごまかせへん｡




たも脱ぎぃさ』 なんて言われへんやろ｡ そんなん言うたらセクハラやん｡ 大騒ぎや｡
でも 92 歳かて 『恥じらい』 があるんや｡ 『難しい年頃』 なんや｡
年寄りはな､ 風呂に入るのに人の助けを受けなあかんとなった時､ ひとつの覚悟を
するねん｡
わし日頃､ 『堂々と世話になったらいいんや』 なんて偉そうなこと言うてるけど､ まだ
まだ修行が足らんのかなあ｣ と自戒的に書かれている｡
ここから､ 読み取る内容は､ 福祉 (介護) を受ける立場になると､ 嫌な事は嫌だと言え
なくなる人間の本音が窺えたように思える｡ 他人の手を借りることの申し訳なさからくる















気遣ってくれているのは分かる｡ でも､ 『うるさーい』 と思う｡
こんな時は､ 食べてもしんどなるんや｡ 食えんときは､ 食えん｡｣
この文章に早川一光氏の本音が出ていると思われた｡ 自分でできることは自分でできて
いたのに第三者を介すとここまで自分の意志が通らなくなるものだと言うことであろう｡
私も訪問介護で働いていた時 ｢あと一口､ あとちょっと｣ とご利用者へ催促していた自分
を思い出した｡ この時､ 本人への思いより他の人への引継ぎや家族から ｢一口も食べさせ
なかったのか｣ と言われた時の自分への言い訳から一口でも食べさせたかった様に思う｡
本人に寄添う介護というよりプロとしての言い訳 (本人に言うだけ言って食べなかった)











介護保険が実施されるまでの 50 年間､ 訪問看護や往診の診療点数がないなか､ 京
都西陣の人たちが求める(住民の意をもつ訪問診療を行って欲しい)医療に応えようと､
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父たちは奔走していきました｡ それはまさに､ 患者さんが主体の医療でした｡
『今日ウンチもらしたから､ 風呂入れてくれ』 とは言えない介護保険｡ それを言え
ば､ わがままと言われる｡
・・・・








気として感じ､ 伝わっていた様に思う｡ この問題は､ 長年日本の福祉への課題として存在
している｡











(書誌情報： 『早川一光の ｢こんなはずじゃあなかった｣ わらじ医者からの最期のメッセージ』 早川さく
ら著 ミネルヴァ書房 版型：A5判 総頁数 253 頁 発行年：2020 定価：1,800)
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